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２ 年 生 

●第１章 式の計算 

１－１ 式の計算 Ｐ５ 

＜解答＞ 

１（１）７x－３  （２）４x＋７y 

 （３）a－b    （４）１５x－１１y 

 （５）a－b       （６）２x２－３x 

 （７）－３ab－４a （８）－x－２y＋１ 

 （９）－x－２   （10）７x＋５y 

２（１）５x－８   （２）５x－y 

（３）７a－３b  （４）－m－３n 

（５）x２－６x   （６）x＋２y 

（７）－a＋b   （８）y 

（９）３xy    （10）４x＋y 

３（１）１５x－３０ （２）－１５x＋６y 

 （３）－m＋３n－４ （４）３x－２y 

（５）－３a＋７b  （６）４a－３b 

４（１）－５a＋９b  （２）９x－２y 

（３）－a－８b   （４）５a＋４ 

（５）－２６a－１３b （６）４y 

（７）a＋８  （８）－a＋１０b 

（９）４a－９  （10）２a＋１７ 

（11）３x＋７y－５ （12）x－５y 

（13）
７

８
 x 

５（１）－２１xy  （２）－４２ab 

（３）x２y  （４）２８ab２ 

（５）１２x３  （６）－２７x２y２ 

（７）２５a２ （８）－２７a３ 

（９）２a３  （10）３x２y 

６（１）－３a  （２）－３a 

（３）３y  （４）６a２ 

（５）
２

９
x  （６）

１ 

（７）
１

２
 b２  （８）－４ab 

（９）６y  （10）９ab 

７（１）３a  （２）９x３ 

（３）９a２  （４）３b 

（５）４a２  （６）８ab 

（７）－４x２y  （８）２a２ 

（９）－２４a３b （10）２ab 

８（１）４２－３×４＝１６－１２ 

＝４     

（２）３×３＋４×(－２)＝９－８ 

            ＝１  

（３）－(－５)＋(－３)２＝５＋９ 

           ＝１４  
                   

（４）２×３－(－２)２＝６－４ 

           ＝２   

（５）２×５×(－２)＋(－２)２ 

＝－２０＋４ 

＝－１６       

 （６）(－４)２÷(－６)＝１６÷(－６) 

            ＝－
８

３
  

 (７)２(x－３y)＋(x＋５y) 

＝２x－６y＋x＋５y 

＝３x－y 

＝３×(－４)－３ 

＝－１２－３ 

＝－１５ 

 

１－２ 文字式の利用 Ｐ９ 

９ n， n＋１ ， n＋２  

 n－１ ，n， n＋１  

10（１）３０＋x  （２）１０x＋y 

 （３）１０y＋x 

11（１）h＝
２Ｓ

  （２）y＝
＋２

２
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（３）y＝
２ ３

４
 （４）a＝２c＋９b 

 

２－１ 連立方程式 Ｐ１０ 

12（１）x＝３，y＝１ 

（２）x＝７，y＝－１ 

13（１）x＝－２，y＝５ 

（２）x＝３，y＝－５ 

14（１）x＝３，y＝－１ 

（２）x＝４，y＝１ 

 （３）x＝－２，y＝３ 

（４）x＝３，y＝－４ 

（５）x＝３，y＝－２ 

15（１）x＝－１，y＝１ 

 （２）x＝２，y＝－１ 

 （３）x＝－
３

２
，y＝２ 

（４）x＝－１，y＝７ 

16（１）x＝３，y＝－２ 

（２）x＝３，y＝－２ 

（３）x＝－２，y＝３ 

（４）x＝－２，y＝－５ 

17（１）x＝１１，y＝９ 

 （２）x＝１，y＝－２ 

 （３）x＝１，y＝２ 

 （４）x＝－５，y＝４ 

18（１）x＝－５，y＝－３ 

 （２）x＝－１，y＝－
１

２
 

 （３）x＝－４，y＝１ 

 

２－２ 連立方程式の利用 Ｐ１３ 

19８０円を x 通、９０円を y 通とすると、 

＋ ＝６０

８０ ＋９０ ＝５０００
  

⇒ x＝４０，y＝２０ 

（答）８０円４０通，９０円２０通 

20 バラ１本 円、かすみ草１本 円とすると、

９ ＋３ ＝３１２０

７ ＋４ ＝２８１０
 

⇒ x＝２７０，y＝２３０ 

（答）バラ１本２７０円、 

かすみ草１本２３０円 

21 自転車１１㎞、歩き１㎞ 

自転車の道のりを x (㎞)、 

  歩いた道のりを y (㎞)とすると、 

   
＋ ＝１２

２０
＋

１２

６０
＋

４
＝１

 

⇒ x＝１１，y＝１ 

22 弁当６００円、飲み物１５０円 

弁当を x 円、飲み物を y 円とすると、

＋ ＝７５０

０．９ ＋０.８ ＝６６０
 

⇒ x＝６００，y＝１５０ 

 

３－１ １次関数 Ｐ１４ 

23 ア，イ，ウ，エ 

24（１）y＝７  （２）y＝－３ 

 （３） 

x -2 -1 0 1 2 3 

y -3 -1 1 3 5 7 

 （４）x＝１１ 

25（１）y＝２  （２）y＝１７ 

 （３） 

x -2 -1 0 1 2 3 

y 17 14 11 8 5 2 

 （４）x＝－４ 
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26（１）       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 （３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27（１）y＝２x＋３  （２）－５ 

28（１）２  （２）
２

３
  （３）－１ 

29 

（１） 

x -2 -1 0 1 2 3 

y -7 -5 -3 -1 1 3 

（２） 

x -2 -1 0 1 2 3 

y ２

３
 

４

３
 2 

８

３
 

１０

３
 4 

  

（３） 

x -2 -1 0 1 2 3 

y -2 -3 -4 -5 -6 -7 

 

30（１）傾き２、切片－３ 

 （２）傾き
２

３
、切片２ 

 （３）傾き－１、切片－４ 

31（１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 （２） 
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（３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

（４） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

32（１）y＝
１

２
 x＋３ （２）y＝－２x－４ 

 （３）y＝－
１

３
 x＋２ （４））y＝x－３ 

33 ア，イ，エ，オ，カ 

34 (i)a ＞ ０のとき x が増加すれば、 

y も 増加 する。 

グラフは 右上がり の直線となる。 

 

(ii)a ＜ ０のとき x が増加すれば、 

y も 減少 する。 

グラフは 右下がり の直線となる。 

35 －３≦y≦９ 

36（１）y＝５x＋３ （２）y＝
２

３
 x＋

１

２
 

（３）y＝
１

２
 x－３ （４）y＝－２x＋１４ 

 （５）y＝３x＋１ （６）y＝３x＋１０ 

37（１）y＝x＋２ 

【式】
３＝ ＋

７＝５ ＋
 ⇒a＝１，b＝２ 

 （２）y＝－３x＋７ 

【式】
１＝２ ＋

−８＝５ ＋
  

⇒a＝－３，b＝７ 

 （３）y＝x＋４ 

【式】
２＝−２ ＋

８＝４ ＋
  

⇒a＝－３，b＝７ 

38  ＝２または ＝－２ 

y＝ x＋ において、 

   ＞０のときは、x＝１のとき y＝－３ 

x＝３のとき y＝５ 

＝
５ ( ３)
３ ( １)＝

８

４
＝２ 

＜０のときは、x＝－１のとき y＝５ 

x＝３のとき y＝－３ 

＝－２ 
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３－２ １次関数と方程式 Ｐ１８ 

39 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

40 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（１） ＋２ ＝１０ 

･･･y＝－
１

２
 x＋５･･･① 

    − −１＝０･･･y＝x－１･･･② 

①と②の交点の座標は（４，３） 

    ＝４ ＝３ 

（２）２ ＋ ＝０･･･y＝－２x･･･③ 

    − ＝−３･･･y＝x＋３･･･④ 

③と④の交点の座標は（－１，２） 

    ＝−１ ＝２ 

 

41 （ 
１２

５
 ，

９

５
 ） 

  ① 

 

 

 

 

 

 

 

  

        

       ② 

  ① y＝２x－３  ②y＝‐
１

２
 x＋３ 

  ①②を組み合わせた連立方程式を解くと 

   x＝
１２

５
 y＝

１９

５
 

42（１）いえる  （２）４０Ｌ 

 （３）０.２Ｌ 

（４）y＝－０.２x＋４０  

（５）２６Ｌ  （６）２００㎞ 

43（１）y＝
３

５
 x＋１５  （２）３３℃ 

 （３）４５分後 

（４）
＝ ＋５

＝
３

５
＋１５

  ⇒x＝２５ 

            （答）２５分後 

44  
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45  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４－１ 平行線と角 Ｐ２０ 

46（１）１８０×３＝５４０ 

            （答）５４０° 

（２）１８０×(７－２)＝９００ 

（答）９００° 

（３）１８０(n－２)＝１４４０ 

n＝１０ 

（答）n＝１０ 

47 ア：１０８０ 

  イ：１８０°×８－３６０° 

  ウ：１８０°×７－１８０° 

48 ∠x＝４７° 

49 ∠x＝１８０°－(４１°＋３６°) 

    ＝１８０°－７７° 

    ＝１０３°   （答）１０３° 

50（１）∠x＝５３°，∠y＝１２７° 

（２）∠ ＝１１０° 

（３）∠x＝９８° 

（４）∠x＝８２° 

（５）∠ ＝６７° 

51（１）∠ ＝８１° （２）∠ ＝８１° 

 （３）∠c＝１３８° （４）∠d＝９８° 

 

４－２ 合同な図形 Ｐ２２ 

52 ・△ＡＢＣ≡△ＶＸＷ 

   (３組の辺がそれぞれ等しい) 

  ・△ＤＥＦ≡△ＯＭＮ 

   (１組の辺とその両端の角がそれぞ

れ等しい) 

  ・△ＧＨＩ≡△ＱＰＲ 

   (１組の辺とその両端の角がそれぞ

れ等しい) 

  ・△ＪＫＬ≡△ＴＵＳ 

   (２組の辺とその間の角がそれぞれ

等しい) 

53（１）△ＡＢＤ≡△ＡＣＤ 

(２組の辺とその間の角がそれぞれ

等しい) 

（２）△ＡＢＯ≡△ＣＤＯ 

(２組の辺とその間の角がそれぞれ

等しい) 

54 

（１）２直線が平行ならば同位角は等しい。 

（２）２直線が平行ならば錯覚は等しい。 

（３）錯覚が等しい２直線は平行である。 

（４）２辺とその間の角がそれぞれ等しい

ならば２つの三角形は合同である。 

（５）合同な図形では対応する線分の長さ

は等しい。 

55  

 △ＰＡＭと △ＰＢＭ  において 

    ＡＭ＝ＢＭ    （仮定）     

 ∠ＰＭＡ＝ ∠ＰＭＢ （  仮定  ） 

ＰＭ＝ＰＭ    （共通） 

したがって 

△ＰＡＭ≡ △ＰＢＭ  

ゆえに 

ＰＡ＝ ＰＢ  

 

２組の辺とその
間の角がそれぞ
れ等しい 

対応する辺の
長さが等しい 
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５－１ 三角形 Ｐ２３ 

56 ∠ ＝７６° 

∠ ＝３４° 

  ∠c＝６９°  

∠d＝３２° 

57 ∠x＝３５° 

58 ∠ＸＣＤ＝４ ° 

59 三角形の２つの角が等しければ、その

三角形は等しい２つの角を 底角 とす

ると 二等辺 三角形である。 

三角形の３つの角が等しければ、その

三角形は 正三角形 である。 

60  ∠ＣＢＸ ・・・① 

   ∠ＣＢＸ ・・・② 

61（１）・「４つの角が等しい(四角形)なら

ば長方形である」 

    ・正しい 

（２）・「x が１８の約数ならば x は６の約

数である」 

・正しくない 

62（１）順に、 

    ∠Ｂ、∠ＩＢＥ，∠ＩＥＢ 

（２） 

△ＩＣＥと△ＩＣＦにおいて、 

ＩＣ＝ＩＣ(共通) 

∠ＩＣＥ＝∠ＩＣＦ(仮定) 

  ∠ＩＥＣ＝∠ＩＦＣ＝９０°(仮定) 

 斜辺と１つの鋭角がそれぞれ等しい直

角三角形なので、 

  △ＩＣＥ≡△ＩＣＦ 

 対応する辺は等しいので、 

  ＩＥ＝ＩＦ 

（３） 

△ＪＡＤと△ＪＡＦにおいて、 

ＩＡ＝ＩＡ(共通) 

ＩＤ＝ＩＦ(①，②より) 

  ∠ＩＤＡ＝∠ＩＦＡ＝９０°(仮定) 

 斜辺と他の辺がそれぞれ等しい直角三

角形なので、 

  △ＪＡＤ≡△ＩＡＦ 

 対応する角は等しいので、 

  ∠ＩＡＤ＝∠ＩＡＦ 

 

５－２ 平行四辺形 Ｐ２４ 

63  

平行四辺形では 

・２組の 対辺 はそれぞれ等しい。 

・２組の 対角 はそれぞれ等しい。 

 ・対角線はそれぞれの 中点 で交わる。 

  「２組の辺がそれぞれ平行な四角形を、

平行四辺形という」というのは、平行四

辺形の性質ではなく、 定義 である。 

 

64 ∠ＥＯＦ＝４０° 

ＡＤ //ＢＣより、∠ＯＣＥ＝３５° 

ＯＣ＝ＯＥより、∠ＯＥＣ＝３５° 

ＯＦ//ＤＣより、∠ＣＯＦ＝７０° 

65 

ＤＥ＝ＥＦ＋ＤＦ 

   ＝ＥＦ＋ＢＥ （ＢＥ＝ＤＦより） 

  ＝ＢＦ・・・① 

△ＡＥＤと△ＣＦＢにおいて 

 ＤＥ＝ＢＦ （①より） 

ＡＤ＝ＣＢ （仮定） 

 ∠ＡＤＥ＝∠ＣＢＦ （平行線の錯角） 

 ２辺とその間の角がそれぞれ等しいので、 

  △ＡＥＤ≡△ＣＦＢ 

66・２組の対辺がそれぞれ平行である 

 ・２組の対辺がそれぞれ等しい 

 ・２組の対角がそれぞれ等しい 

 ・対角線がそれぞれの中点で交わる 

 ・１組の対辺が平行でその長さが等しい 
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67 ア：ＡＤ  イ：ＥＦ 

68  

仮定より、ＡＭ＝ＤＭ＝ＢＮ＝ＣＮ 

ＡＭ＝ＣＮ，ＡＭ // ＣＮ 

四角形ＡＮＣＭは平行四辺形 

対辺は平行なので、ＰＮ // ＱＭ･･･① 

ＤＭ＝ＢＮ，ＤＭ // ＢＮより、 

四角形ＭＢＮＤは平行四辺形 

対辺は平行なので、ＰＭ // ＱＮ･･･② 

①，②より、２組の対辺がそれぞれ平行なの

で、四角形ＭＰＮＱは平行四辺形である。 

 

69（１）平行四辺形 （２）ひし形 

（３）長方形 （４）正方形 

（５）長方形 （６）正方形 

（７）ひし形（正方形も可） 

70 

（１）・１つの角が直角である 

   ・対角線の長さが等しい 

   ・となり合う角が等しい  など 

（２）・１つの角が直角である 

   ・対角線の長さが等しい 

   ・となり合う角が等しい  など 

71（１）面積 

 （２）△ＡＢＥ＝△ＤＣＥ 

    △ＡＢＤ＝△ＤＣＡ 

    △ＡＢＣ＝△ＤＣＢ 

    →合同ではないので、△ＡＣＢ

なども可 

（３）△ＡＣＥ，△ＡＣＦ，△ＢＣＦ 

        ↓ 

△ＣＦＥも可 

72 △ＡＢＬ，△ＡＣＬ，△ＢＡＭ， 

  △ＢＣＭ，△ＣＡＮ，△ＣＢＮ 

 

 

73             Ａ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

①ＢＣの中点ＭとＰを結ぶ。 

②Ａを通り、ＰＭに平行な直線を引く。 

③②の直線とＢＣの交点ＮとＤを結ぶ。 

 

６－１ 確率 Ｐ２７ 

74（１）
１

３
 

（２）①
１

４
 ②

１

１３
 ③

３

１３
 

（３）(青玉で) ２
５
  （４）４個 

75（１）
１

２
 （２）

３

８
 

76（１）
１０

３６
＝

５

１８
  （２）

３

６
＝

１

２
 

（３）
３

３６
＝

１

１２
   

（４）
１４

３６
＝

７

１８
  

    

 

 

 



9 

 

1 2 3 4 5 6

1 11 12 13 14 15 16

2 21 22 23 24 25 26

3 31 32 33 34 35 36

4 41 42 43 44 45 46

5 51 52 53 54 55 56

6 61 62 63 64 65 66

さいころ　小

さ
い
こ
ろ
　
大

赤 赤 赤 白 白

赤 ○ ○

赤 ○ ○

赤 ○ ○

白

白

右
手
で
取
り
出
す
玉

左手で取り出す玉

赤 赤 赤 白 白 白

赤 ○ ○

赤 ○ ○

赤 ○ ○

白

白

白

右
手
で
取
り
出
す
玉

左手で取り出す玉

赤 青 黒 白

赤 ○ ○ ○

青 ○

黒 ○

白 ○

左手で取り出す玉

右
手
で
取
り
出
す
玉

 （５）
１１

３６
 

 

 

 

 

（６）
９

３６
＝

１

４
 

 

 

 

 

77（１）①１２通り 

1 番目におけるカード 4通り、2番目におけ

るカード 3通り、3 番目におけるカード 2通

り  ⇒カードの並べ方 4×3×2＝12 通り 

    ②
８

１２
＝

２

３
 

 

（２）
６

２０
＝

３

１０
 

 

 

（３）①１２通り  

 

 

<解説> 

 1 個目：赤、青、黒、白の中から１つ取り

出すので、取り出し方は 4 通り           

 2 個目：1個目に取り出した玉を除いた 3 

      個の玉の中から 1 個取り出すの

で、取り出し方は 3 通り 

並べ方全部＝4通り×3通り＝12 通り 

 ②
１

２
 

 

78（１）
３

１０
     （２）

１

５
 

 

 

 

 

 

79（１）①
８

１５
   

 

 

 

    ②
４

９
 

 

（２）①９通り  ②
２

９
 

<解説>カードの出方は、 

100 の位：3 通り 

10 の位：3通り 

  1 の位：3 通り 

全体の出方=3×3×3=27 通り 

100の位、10の位、1の位が全て異なる場合

は、123、132、213、231、312、321の6通り。 

求める確率＝
６

２７
＝

２

９
  

1 2 3 4

1 3 4 5

2 3 5 6

3 4 5 7

4 5 6 7

1 2 3 4 5

1 ○ ○

2

3 ○ ○

4

5 ○ ○

左手で取り出すカード

右
手
で
取
る
出
す
カ
ー

ド


